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ところ，4本あり，先の 23 本と重複しているものを除くと，合計で 24 本の論
文が見つかった。また，この 24 本の論文の検討を通じて，他に関連文献とし








田（1980a, 1980b）,志村（1999）]がある。第 3 に，責任優先説を中心的に検
討している文献として，肯定的に扱っている研究 [飯野（1974, 1975a, 1975b, 
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意思決定を行う権力」（川端 2004, p.144）であるとする 2。
責任優先説に関して，川端はその責任概念についても「制裁無関連的


























































象について議論が集中しているといってよい [藤井（1995）， 田中（2009）, 川





















ます。（Wolf 1972, p.15, 訳 p.21）
もし私がまだ元気で，やる気があるのなら，次にやってみたいのは，責任の問題
を取り扱うことです。責任とは何か，誰が責任にかかわるのか，委任の重要性，





べきであった。（Barnard 1938, 訳 p.36）
以上のように，バーナードは主著において組織の要素の一部として論じてい
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－100 （     ）－
て私のできることは何もありません。あなたは知らぬ振りができますし，いいの
がれもできます。とにかくあなたがそれを受容しなければ，どうにもなりません。













































線は筆者による）（Wolf 1972, p.35, 訳 pp.50-51）
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